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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，社団法人日本溶接

協会（JWES）及び財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正すべき

との申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，厚生労働大臣及び経済産業大臣が改正した日本工業

規格である。これによって，JIS C 9311:2005 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。厚生労働大臣，経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の

特許出願及び実用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本工業規格          JIS 
 C 9311：2011 
 

交流アーク溶接電源用電撃防止装置 
Voltage reducing devices for AC arc welding power sources 

 
序文 

この規格は，1963 年に制定され，その後 6 回の改正を経て今日に至っている。前回の改正は 2005 年に

行われたが，その後，この規格と関連する JIS C 9300 が 2006 年に廃止され，JIS C 9300-1 が制定されたた

め，これとの整合を図り，かつ，製品の使用環境・使用実態を考慮して改正した。 

なお，対応国際規格は現時点で制定されていない。 

注記 労働安全衛生法第 42 条の規定に基づいて，“交流アーク溶接機用自動電撃防止装置”の構造規

格が定められている。 

 

1 適用範囲 

この規格は，交流電源を入力とする単相変圧器を主体とする交流アーク溶接電源（以下，溶接電源とい

う。）に用いる外付け形及び内蔵形の電撃防止装置（以下，防止装置という。）について規定する。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS C 0920 電気機械器具の外郭による保護等級（IP コード） 

JIS C 0922 電気機械器具の外郭による人体及び内部機器の保護－検査プローブ 

JIS C 1102-2 直動式指示電気計器  第 2 部：電流計及び電圧計に対する要求事項 

JIS C 1302 絶縁抵抗計 

JIS C 8201-4-1 低圧開閉装置及び制御装置－第 4-1 部：接触器及びモータスタータ：電気機械式接触

器及びモータスタータ 

JIS C 9300-1 アーク溶接装置－第 1 部：アーク溶接電源 

JIS C 60664-1 低圧系統内機器の絶縁協調－第 1 部：基本原則，要求事項及び試験 

 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，JIS C 9300-1 によるほか，次による。 

3.1 

電撃防止装置 

溶接電源の主回路（変圧器の入力回路又は出力回路）を制御する電磁接触器又は電力用半導体素子，制

御回路などを備え，溶接棒の操作に応じて，通常，溶接を行うときだけ溶接電源の主回路を形成し，それ

以外のときには，溶接棒と母材との間に発生する電圧を低下させる機能をもつ装置。 


